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図-1 鳥取県の地質国 (3)より縮小版を作成)

鳥取県東部地域における特徴的な地質は更新世の扇

ノ山安山岩，鮮新世の火山岩(稲葉山安山岩等)および

鳥取層群などの新第三紀以後の火砕岩類である.これら

の地質は鳥取県沿岸部から中央部にかけて，古第三紀以

前の花園岩類，火山岩類，三郡変成岩類などを被覆して

分布している.

中部地域では，大山周辺に大山安山岩類などの第四紀

火山岩類が分布するが，地域の広い範囲に鮮新世の火山

岩(鉢伏安山岩等)，花闘岩類および中生代火山岩類が分

布する.

西部地域には，大山周辺に大山安山岩類などの第四紀

火山岩類が分布するが，大山周辺以外の地域には新生代

の火山岩類から古生代の片岩類などの各種の地質が分布

している.

3.計測方法とその結果

3. 1 計測方法および結果の整理

弾性波速度および、シュミットロックハンマ一反発度の

計測は，現在各地質の露頭 66地点において行っている.

弾性波速度の計測は，三成分の測定器を使用した.測

線長は現地の状況に応じて最小 1m，最大 2mとし，目視

により著しく閉口していると判断した亀裂を避けるよう

に配置した.シュミットロックハンマ一反発度は弾性波

速度計測測線近傍の 5点以上において測定し，その平均

を採用値としている.各地域及び県全体の測定データよ

り以下の関係図を作成した.

①弾性波速度一シュミットロックハンマー反発度

②弾性波速度一岩級区分

③シュミットロックハンマ一反発度一岩級区分

①~③の関係図では， r新生代火山岩類(第四紀火山岩

類および新第三紀火山岩類)J， r新第三紀火砕岩類J， 

「新第三紀堆積岩類J，r深成岩類J，r中生代火山岩類j

及び「古生代の片岩類Jについてそれぞれの特徴をまと

めた.

②，③の岩級区分は，計測箇所における岩盤を円視や

ハンマー打診の結果から推察した区分である.

①において，弾性波速度が増加するにしたがいシュミ

ットロックハンマ一反発度が大きくなる場合， r比例関

係にあると」と表現した.また，②，③において，上位

の岩級区分になるにしたがい弾性波速度またはシュミッ

トロックハンマ一反発度が大きくなる場合 r整合した

関係にあるとj表現している.

3.2 東部地域における結果と考察

東部地域おける地質は，北部に新第三紀等の新しい地

質が分布し，南部には花闘岩等の古い地質が分布する.

地質分布の特徴を踏まえ，計測箇所は「火山岩類(第四

紀及び新第三紀)J， r火砕岩類(新第三紀)J ， r堆積岩類

(新第三紀)J ， r深成岩類J，r片岩類」の 5グループとし

た.
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くなっており，両者は比例関係がある.しかし雰深成岩

類及び片岩類の弾性波速度は 1~~3Km/s の幅そもっ

している.

について 9 鳥越火砕岩と荒金火砕岩・河原火

砕岩とでは若干異なり，同じ弾性波速度でのシュミット

ロックハンマー反発度は，鳥越火砕岩の方が小さな値を

示している 第四紀火山岩類，深成岩類および片岩類で

弾性波"星座{Km/s}

ト一一一一一一一ーで。新生代火山岩頻 ム動越火事半岩 A荒金問河原火砕:

。新館三紀堆繍岩頬H X新第三紀堆積岩類V 口片岩類H

L-=庁岩類V )K深成器類

仁主理互重宝fiV:堕つ
圏-2 弾性波速度とシュミットロックハンマ一反発度

(東部地域)
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弾性波速度とシュミットロックハ

目状況により

に関する

シュミット口ッタハンマー反発度が概ね 40以上，弾

性波速度は l'~3km/s を示し，弾性波探査速度とシニL ミッ

トロックハンマ一反発度との比例関係は認められない.

第四紀火山岩類，深成岩類および片岩類において，シュミ

ットロックハンマ 反発度が概ね 40以上と大きいのは，

タベースの調査サイトが比較的新鮮な露頭を対

象としていることによるものである.

関…3は、闘-2を各調査サイトの岩盤の割れ円状態、で

区分し，シュミットハンマ一反発度と弾性波速度の関係

そ示す.割れ目状態の区分表は表-2に示す.

同区iにおいて，弾性波速度に比較してシュミットロッ

クハンマー反発度が大なぎな値となるのは，割才1円状態

が露頭観察により「割れ日状態bJ に区分される岩盤が

いととがわかる.

岩織区分と測定値の関係

囲-4は調査サイト岩盤の目視判定による岩級区分と

弾性波速度の関係について整浬したものである.

各岩級区分における弾性波速度は約1.O~ L 5km/sの

幅があるものの，上位の岩級で弾性波速度は大きくなり，

両者は概ね整合した関係にある&既控文献デー夕日)品)と

大きく異なったものは，堆積岩-類および片岩類での，層

理働片理平行方向または直角方向の弾性波速度値であり，

層状岩盤の異方性の影響を受けた弾性波速度、である@

D CL CM CH 
岩級区分

10新生代火山岩織 ム新第三紀火砕緒豊富 0新第三紀堆積岩類州

Ix新害事三紀堆積岩類V 口片岩瀬H -片器撤v

♂型空一一一一一一山一一一一 」

圏一4 岩級区分と弾性波速度(東部地域)
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3. 3 中部地域における結果と考察

中部地域の測定地質は r新生火山岩類(新第三紀火山

岩類)J ， r深成岩類」及び「中生代火山岩類」である.中

部地域で測定した深成岩類は，すべて古第三紀以前の花

樹岩類である.
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図-5 岩級区分とシュミットロックハンマ一反発度

(東部地域:全岩種)
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図-6 岩級区分とシュミットロックハンマ一反発度

(東部地域:火砕岩、堆積岩)

図-5，図-6は岩級区分とシュミットロックハンマ一反

発度の関係を示す.

図-5のCLi級岩盤およびCM級岩盤ではばらつきが大き

い.しかし，図-6の堆積岩類及び火砕岩類について見る

と，岩級区分が上位になるとシュミットロックハンマ一

反発度も大きくなる傾向がある.これらの地質は，片岩

類，深成岩類に比較して，岩級区分とシュミットロック

ハンマ一反発度は整合しているようである.

(3)まとめ

堆積岩類及び火砕岩類ではシュミットロックハンマ一

反発度と弾性波速度値及び岩級区分とシュミットロック

ハンマ一反発度に比例または整合がみられ，シュミット

ロックハンマ一反発度は岩級区分等の岩盤状況を評価す

る上での 1つの指標となる.

しかし，深成岩類，片岩類，火山岩類における弾性波

速度とシュミットロックハンマ一反発度はばらつきがあ

り，岩盤状祝を評価する上でその取り扱いは慎重に検討

する必要がある.

(1)弾性波速度値ーシュミットロックハンマー反発度の

関係

国一7は、弾性波速度とシュミットロックハンマ一反発

度の関係を示す.

中部地域の測定筒所では，シュミットロックハンマ一

反発度目以上，弾性波速度 O.5""3km/sを示し，弾性被

探査速度とシュミットロックハンマ一反発度との比例関

係は明らかでない.

中部地域の計測箇所の亀裂状況は，図-8に示すように

ほとんどが「割れ目状態bJである r割れ目状態bJ岩

盤の弾性波速度とシュミットロックハンマ一反発度は，

右肩上がりの傾向が認められるが，全体にシュミットロ

ックハンマ一反発度は 30以上と大きい.
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図-7 弾性波速度とシュミットロックハンマ一反発度

(中部地域)
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図-8 弾性波速度とシュミットロックハンマ一反発度

(中部地域:割れ目状況により区分)

- 46-



タ山之、ース に関す

のおけるシュミット

を評価する仁でその取り

シュミットロック 3. 4 西部地域にお

になるにしたがって

におけるシュミットロックハンマ…

は 25~30 と大きい

ミット iコックハ

4

3
 

¥
巴
半
)
阿
国
制
蝿
製
織

D GL CM CH 

場級邑分

亡壬25竺-玉通二五4431
と

100 

90 

30 

0

0

0

0

0
 

J

6

b

4

3
 

制

続

出

作

λ
、
わ
び
口
ふ
れ
川
け
ふ

20 

10 

p e， Cれ4 GH 

岩級区分

。新第三紀火山岩綴

自

ュミット口ックハンマ

100 

90 

3D 

市

叫

同

卯

拍

却

制
州
地
凶
作
λ
て
あ
れ
ロ
ム
「
パ
J
d
Hぷ

'0 

弾性班嘩腔(Km/s)

。鰭凶紀3え武岩護軍 ム新第三紀火砕是若葉自

100 

80 

初

回

印

判

却

制

棋

凶

作

λ
ミ
阜
、
パ
ロ
ム
ト

M
4ぷ

20 

2 

碑性淑速度(Km/s)

2 とシュミットロックハ

(西部地域:苦手jれ円状況により区分)

- 47 



藤村・

弾性被連度が大きくなるにつれてシュミットロックハン

も大きくなるが，ぱらつきが大きく，両者の

関係は明瞭でない.

2は西部地域の弾性波速度とシュミットロックハ

を割れ目状態により整理したものである回

弾性波速度値に対して著しく大ぎなシュミットロックハ

ンマ一反発度を示すのは r割れ目状態 bJの岩盤が多い.

岩織!8:分との関係

関-13は岩級区分と弾性波速度の関係を示している.各

岩級区分にける弾性波速度幅は O.5~3. OKm/sである特

に， CL級および CH級においてその幅が大きい園また，

各岩級区分における弾性波速度は既往文献データと比較

して小さな備もあり，各岩級区分における下限値は文献

タの下限値と比較して， 0.5"-1. OKm/s稼度小さい値

となっている 下限値安下回っているのは，片岩類，深 1佃

成岩類，流紋岩類(中生代火山岩)の硬貨岩盤である. 叩
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関…16 岩級区分とシュミットロックハンマ一反発度

(西部地域:火山岩類，深成岩類，片岩類)

鴎-14，闘-15，国 16は西部地域の岩級区分とシュミッ

トロックハンマ一反発度の結果である.対象とした全地

質ではラ各岩級区分におけるシュミットロックハンマー

反発度幅は最大約 40と大きい しかし，圏一15の第四紀

玄武岩，新第三紀火砕岩類及び堆積岩類では，岩級区分

が上位になるとシュミットロックハンマ一反発値が大き

くなる傾向が明瞭となる 深成岩類，火山岩類及び片岩

類ではラ圏一16に示すように，各岩級区分におけるシュ

ミットロックハンマー反発度はばらついている

(3)まとめ

西部地域においても東部地域と同様に，深成岩頼，片

岩類及び中生代火山岩類の硬質岩盤における弾性波速度

とシコ罰ミットロックハンマ…反発度はばらつきがある.

ヅゴ，第四紀玄武岩類‘新第三紀火砕岩類及()¥堆積岩類

で=は両者に比例関係がある a

岩級区分とシュミット口ックハンマー反発度において

られる.東部地域と問様に，

におけるシコミットロックハ
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は岩盤評価における有力

きる‘

lつにな

タベースの作成に関する研究

国一17は鳥取県全域におい、て全地質の弾性浪速度値と

シュミットロックハンマー反発度を示す副圏一18，閤，19

は地質を新第三紀の火砕岩等の新しい地質と深成岩類，

中生代火山岩類等に大531]して示している.

?の弾性波速度とシュミットロックハ

度の関係ははばらつきが大きいが，臨-，18の第四紀玄武

新第三紀火砕岩類及び新第三紀堆積岩類では，両

者に比例関係が見出せる。

深成岩類，片岩類，中生代火山岩類及び新第三紀火山

岩類では歩闘-19に示すようにシュミットロックハンマ

一反発度が堆積岩額及び火砕岩類に比較して大きな値が

多く，ぱらつきも大きい.

弾性波速度(Km/s)

ド第四紀火山岩類東部+第四紀玄武岩類西部 0新第三紀火山岩類|

出新第三三紀火砕穀類 。新第三紀堆積岩鎖 X深成岩類 i 

畑中生代火山岩鋭 口片岩翻 i 

関一17 弾性波速度とシュミットロックハンマ一反発度

(鳥取県全域;全地質)
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日単性;皮速度 (Km/s)

ム新第三紀火砕岩類 。新第三紀堆積岩類

随一18 弾性波速度とシュミットロックハンマ一反発度

(鳥取県全域:玄武岩類，新第三紀火砕岩類，

弾性波速度は，岩の硬さラ亀裂状況など

罷-19の地盤の新鮮なものは硬質岩盤である.

タベースでは比較的新鮮な露頭を対象としているととか

ら，岩盤中の亀裂の影響により両者のばらつきが生じて

いるものと考える.

は鳥取県全域における全地質の岩級区分とシュ

ミットロックハンマー反発度の関係を示す.鴎-20では，

と位の岩級区分になるにしたがいシュミットロックハン

マ一反発度も大きくなる傾向は読み取れるが，各岩級に

おけるシュミットロックハンマー反発度はばらつぎが大

きい.
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弾性波濃度(Km/s)

一第四紀火山場類東部

。新第三紀火山漏重量

む新第三紀堆積岩重直

十第四紀~武器鰯西部

ム新第三紀火砕岩類

X深成岩類

@中生代火山岩型車 口片岩類

岩級区分とシュミットロックハンマ一反発度

(鳥取県全域:全地質)
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